
船幅

高
橋
幡
羅
著

『
現
代
政
治
と
社
会
民
主
主
義
』

　
　
1
三
つ
の
潮
流
と
そ
の
実
験
一巻

　
　
泉

洋

　
著
者
の
高
橋
氏
は
、
戦
前
は
無
産
政
党
、
戦
後
は
片
山
内
閣
を
中
心
に
、

日
本
の
社
会
民
主
主
義
勢
力
に
関
す
る
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
著

書
に
は
『
無
産
政
党
の
研
究
』
（
共
著
、
一
九
六
九
年
）
、
『
民
社
党
論
』
（
一

九
七
二
年
）
、
『
同
本
の
社
会
民
主
主
義
政
党
』
（
一
九
七
七
年
）
等
が
あ
る
。

　
高
橋
氏
の
立
場
は
、
戦
前
に
つ
い
て
は
、
「
中
間
派
社
会
民
主
主
義
政
党

は
、
『
社
会
民
主
主
義
』
の
立
場
に
あ
る
限
り
実
現
で
き
な
か
っ
た
帝
国
議

会
の
中
に
お
け
る
一
定
の
場
の
確
保
を
、
社
会
大
衆
党
の
段
階
で
、
『
社
会

フ
ァ
シ
ズ
ム
』
の
立
場
か
ら
よ
う
や
く
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
」
（
『
無

産
政
党
の
研
究
』
　
四
七
三
頁
）
、
「
社
会
大
衆
党
が
　
『
社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
』

の
党
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
立
場
か
ら
…
…
考
察
を
試
み

る
」
（
『
民
社
党
論
』
一
八
頁
）
と
い
う
言
葉
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
「
社
会
フ

ァ
シ
ズ
ム
」
と
し
て
の
事
実
認
識
が
徹
底
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
り
、
戦

後
に
つ
い
て
も
、
「
指
導
老
層
の
政
府
・
軍
部
・
財
界
と
の
無
節
操
な
癒
着

関
係
が
そ
の
ま
ま
戦
後
の
社
会
党
の
形
成
過
程
に
も
ち
こ
ま
れ
て
い
る
」
（
同

前
、
六
一
～
二
頁
）
等
の
右
派
幹
部
批
判
は
勿
論
、
左
派
に
つ
い
て
も
、
一

九
四
六
年
五
月
の
鈴
木
茂
三
郎
の
共
産
党
と
の
絶
縁
声
明
、
五
四
年
の
左
派

社
会
党
綱
領
作
成
等
が
統
一
戦
線
を
否
定
す
る
も
の
と
し
て
批
判
さ
れ
（
「
社

会
党
首
班
内
閣
の
成
立
と
挫
折
」
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
2
2
』
一
九
七
七
年
、

二
七
五
頁
。
『
民
社
党
論
』
九
〇
頁
）
、
特
に
統
一
戦
線
否
定
と
い
う
点
で
は
、

最
左
派
の
社
会
主
義
協
会
批
判
に
厳
し
い
も
の
が
あ
る
　
（
「
社
会
主
義
協
会

と
統
一
戦
線
」
、
増
島
宏
『
日
本
の
統
一
戦
線
（
下
）
』
　
一
九
七
八
年
、
所

収
）
。
そ
の
統
一
戦
線
否
定
、
議
員
党
的
体
質
等
の
携
判
に
よ
り
、
高
橋
茂
は

社
会
民
主
主
義
政
党
に
非
常
に
否
定
的
判
断
を
示
し
て
き
た
印
象
が
強
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
数
年
の
高
橋
氏
の
い
く
つ
か
の
論
文
か
ら
、
私
は
意
外

な
印
象
を
受
け
た
。
そ
れ
ら
は
本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
や

や
詳
し
く
見
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
そ
の
最
初
の
も
の
は
、
一
九
七
九
年
七
月
『
社
会
労
働
研
究
』
に
発
表
さ

れ
た
「
戦
時
体
制
下
の
社
会
民
主
主
義
者
一
帝
国
議
会
に
お
け
る
西
尾
末

広
1
」
で
で
あ
る
（
本
書
第
二
部
1
）
。
こ
れ
は
一
九
三
七
～
四
四
年
の

帝
国
議
会
に
お
け
る
西
尾
の
二
三
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
り
、
結
論
と
し
て

は
、
「
そ
れ
な
り
に
戦
時
体
制
下
の
日
本
の
労
働
春
階
級
の
生
活
条
件
を
意

識
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
」
西
尾
の
発
言
で
あ
っ
た
が
、
結
局
は
「
総
動

員
体
制
に
便
乗
し
て
展
開
さ
れ
た
猟
官
運
動
」
に
過
ぎ
ぬ
と
い
う
否
定
的
評

価
が
下
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
課
題
設
定
自
体
興
味
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。

「
社
会
大
衆
党
1
1
社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
を
確
信
す
る
高
橋
氏
が
「
西
尾
の
発

言
内
容
が
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
戦
蒔
体
制
下
の
時
点
に
お
け
る
日
本
の

労
働
者
階
級
の
労
働
条
件
や
団
結
権
を
獲
得
す
る
積
極
的
な
方
向
性
を
も
つ

も
の
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
事
実
を
ど
の
よ
う
に
評
栖
す
る
か
」
と
い
う

こ
と
を
問
題
に
し
て
い
る
点
が
第
一
に
意
外
で
あ
っ
た
し
、
「
こ
れ
ま
で
一

般
的
で
あ
っ
た
産
業
民
主
主
義
や
労
働
組
合
主
義
の
発
想
を
労
資
協
調
主
義
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に
帰
着
さ
せ
て
全
両
的
に
否
定
す
る
と
ら
え
方
の
今
B
的
克
服
の
道
を
模
索

す
る
」
と
い
う
方
針
も
注
属
さ
れ
た
。
後
者
に
つ
い
て
、
結
論
で
は
、
「
歴

史
的
事
実
と
し
て
産
業
民
主
主
義
に
関
す
る
否
定
的
材
料
の
確
認
に
と
ど
ま

ら
ざ
る
を
え
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
「
社
会
民
主
主
義
右
派
に
見
ら
れ

る
よ
う
な
歪
み
を
是
正
す
る
な
ら
ば
、
産
業
民
主
主
義
一
労
働
組
合
主
義
は
、

む
し
ろ
、
積
極
的
な
意
義
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
指
導
理
念
…
…
で
は
な
い

か
」
と
い
う
言
葉
の
方
に
、
高
橋
氏
の
労
働
運
動
論
の
方
向
が
示
さ
れ
た
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　
次
に
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
　
一
九
八
一
年
、
『
歴
史
評
論
』
八
月
号
に
発

表
さ
れ
た
「
八
○
年
代
初
頭
に
お
け
る
日
本
社
会
党
の
方
向
転
換
過
程
」
と

一
二
月
号
発
表
の
「
戦
後
政
治
史
の
底
流
と
し
て
の
社
会
民
主
主
義
」
で
あ

る
。
後
者
は
歴
科
協
大
会
報
告
で
あ
り
、
ま
た
、
両
者
と
も
、
本
書
第
三
部

の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
前
者
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
全
体
の
内
容
に
つ
い
て
は
本
書
の
内
容

紹
介
に
含
め
て
述
べ
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
「
む
す
び
に
か
え
て
」
の
部

分
の
紹
介
を
し
て
お
く
。
こ
こ
で
高
橋
氏
は
、
「
社
会
党
が
追
求
し
つ
つ
あ

る
方
向
転
換
は
、
、
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
状
況
へ
の
隠
微

な
対
応
の
経
験
を
踏
襲
す
る
も
の
」
等
と
伝
統
的
体
質
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、

「
し
か
し
、
こ
こ
で
、
直
ち
に
、
戦
前
の
…
…
社
会
フ
ブ
シ
ズ
ム
の
あ
り
方

を
想
起
し
、
『
社
会
党
の
右
転
落
』
を
予
想
す
る
性
急
さ
は
避
け
る
こ
と
に

し
た
い
」
と
一
般
的
「
右
傾
化
」
批
判
に
与
し
な
い
態
度
を
示
し
、
さ
ら
に

「
社
会
主
義
像
の
質
的
転
換
を
鼠
指
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘

し
た
。

　
後
者
は
社
会
民
主
主
義
が
戦
後
吏
の
底
流
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し

た
論
文
で
あ
る
が
、
特
に
戦
時
内
閣
の
把
え
方
に
特
徴
が
あ
る
。
「
戦
時
内

閣
は
、
総
力
戦
体
制
と
し
て
挙
国
一
致
内
閣
の
性
格
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て

…
…
『
社
会
主
義
化
』
の
傾
向
を
示
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
」
第
二
次
世

界
史
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
政
権
、
日
本
の
社
会
党
政
権
に
は
「
戦
時
内

閣
の
遣
産
に
つ
い
て
の
継
承
性
」
が
あ
る
。
「
戦
蒋
体
制
、
あ
る
い
は
鳶
色
一

致
内
閣
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
現
代
史
に
お
け
る
出
発
点
と
な
っ
て
い

る
」
。
高
橋
氏
は
以
上
の
よ
う
に
述
べ
、
さ
ら
に
、
戦
後
史
の
流
れ
は
「
社

会
民
主
主
義
し
「
多
党
制
」
「
連
合
政
権
」
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。

　
　
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
お
け
る
連
合
政
権
の
経
験
が
基
点
と
な
っ
て
、

　
　
そ
れ
以
降
の
政
治
体
制
は
、
大
状
況
の
論
理
と
し
て
は
、
政
策
基
盤
に

　
　
お
け
る
『
社
会
主
義
化
』
な
い
し
『
革
薮
』
化
、
政
府
形
態
面
に
お
け

　
　
る
社
会
主
義
的
要
因
の
包
摂
化
、
す
な
わ
ち
多
党
制
を
前
提
と
す
る
連

　
　
合
政
権
形
態
の
一
般
化
を
認
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
日
本
で
は
保
守
党
支
配
体
制
が
で
き
上
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

高
橋
氏
は
「
本
来
、
出
現
す
べ
き
政
治
的
状
況
の
歪
曲
現
象
」
と
し
、
そ
れ

が
成
功
し
た
の
は
「
保
守
の
英
知
」
（
社
会
民
主
主
義
的
政
策
へ
の
接
近
、

派
閥
連
合
体
に
よ
る
党
構
造
の
多
元
化
、
審
議
会
政
治
に
よ
る
政
策
形
成
過

程
へ
の
参
加
的
要
因
の
取
り
込
み
等
）
が
あ
っ
た
た
め
と
し
て
い
る
。

　
前
老
は
、
社
会
党
の
方
向
転
換
に
つ
い
て
、
新
し
い
政
権
党
化
の
方
向
と

し
て
期
待
を
も
っ
て
見
守
ろ
う
と
い
っ
た
態
度
だ
し
、
後
者
は
、
戦
後
に
お

い
て
社
会
民
主
主
義
政
権
は
当
然
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
社
会
民
主
主
義
批

判
の
厳
し
い
高
橋
氏
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
大
分
異
っ
た
論
文
で
あ
っ
た
。

　
最
後
に
、
　
一
九
八
三
年
一
一
月
、
『
歴
史
学
研
究
』
に
発
表
さ
れ
た
「
高

度
経
済
成
長
と
日
本
の
労
働
運
動
－
政
推
会
議
の
六
年
間
一
…
」
（
饗
膳

大
会
報
告
、
本
書
第
二
部
W
）
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
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評書

　
政
推
会
議
（
政
策
推
進
労
組
会
議
）
は
一
九
七
六
年
に
発
足
、
八
三
年
に

全
民
労
協
に
解
消
し
た
。
高
橋
氏
は
、
J
C
↓
政
推
会
議
↓
全
昆
労
協
の
動

向
を
T
U
C
型
労
働
運
動
と
名
付
け
、
同
墨
型
と
は
異
る
新
動
向
と
し
て
把

え
て
い
る
。

　
ま
ず
、
政
推
会
議
の
特
徴
と
し
て
、
従
来
労
働
運
動
の
賃
金
要
求
、
合
理

化
反
対
、
　
ス
ト
権
確
立
等
の
活
動
を
せ
ず
、
「
経
済
政
策
、
雇
用
政
策
、
物

価
対
策
、
税
制
改
正
…
…
医
療
制
度
の
改
善
、
な
ど
政
策
・
制
度
要
求
」
を

行
い
、
政
府
交
渉
を
運
動
形
態
と
し
た
こ
と
、
「
社
公
民
三
党
と
の
定
例
協

議
よ
り
も
熱
心
に
自
民
党
と
の
協
議
体
制
の
確
立
を
求
め
て
い
た
」
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
、
全
民
労
協
へ
の
遺
産
は
「
自
民
党
を
含
む
各
省
庁
や

財
界
諸
団
体
な
ど
と
の
定
期
・
随
時
の
協
議
体
制
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
さ
れ

る
。
こ
の
「
遺
産
」
に
つ
い
て
、
高
橋
属
は
「
八
○
年
代
の
労
働
運
動
は
、

政
策
・
組
織
課
題
を
主
内
容
と
す
る
も
の
に
変
化
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
運

動
論
の
立
場
か
ら
提
起
さ
れ
た
引
き
継
ぎ
事
項
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
政
推

会
議
六
年
間
の
経
験
は
、
そ
の
よ
う
な
新
し
い
型
の
労
働
運
動
の
可
能
性
を

保
証
し
、
裏
づ
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
」
と
肯
定
的
評
価
を
下
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。

　
高
橋
民
は
最
後
に
、
T
U
C
型
労
働
運
動
は
、
政
府
・
政
権
党
に
対
す
る

緊
張
感
覚
が
欠
落
し
て
お
り
、
「
政
策
主
体
化
の
方
向
も
、
今
の
と
こ
ろ
、

極
め
て
不
充
分
な
形
に
お
い
て
し
か
見
受
ら
れ
て
い
な
い
」
と
消
極
的
評
価

を
示
し
て
い
る
が
、
八
一
年
六
月
の
「
民
間
先
行
に
よ
る
労
働
戦
線
統
一
の

基
本
構
想
」
に
対
す
る
統
一
労
組
懇
や
総
評
三
顧
問
の
批
判
に
対
し
て
は
、

「
T
U
C
型
労
働
運
動
が
、
八
○
年
代
に
お
い
て
、
経
済
主
義
を
越
え
た
労

働
組
合
主
義
の
立
場
を
と
り
、
参
加
型
労
働
運
鋤
の
一
展
開
と
し
て
産
業
民

主
主
義
を
具
体
化
し
て
い
る
実
態
に
つ
い
て
の
分
析
が
含
ま
れ
て
い
な
い
」

と
一
蹴
し
、
「
そ
も
そ
も
、
労
働
組
合
主
義
は
、
経
済
主
義
的
労
働
運
動
に

限
局
と
し
て
と
ら
え
て
す
ま
せ
る
内
容
の
概
念
で
は
な
か
っ
た
」
、
右
派
批

判
に
は
「
も
う
一
つ
の
労
働
組
合
主
義
と
産
業
民
主
主
義
の
議
論
が
必
要
な

の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
前
出
の
西
尾
に
関
す
る
論
文
と
同
じ
方
向
を
示
し
た
。

二

　
以
上
の
よ
う
な
高
橋
氏
の
社
会
民
主
主
義
に
対
す
る
評
価
軸
の
変
化
は
ど

う
い
う
所
か
ら
来
る
の
か
、
或
い
は
ど
う
説
明
さ
れ
る
の
か
、
私
の
本
書
へ

の
期
待
、
関
心
は
こ
の
点
に
あ
っ
た
。
こ
の
解
筈
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
、

本
書
の
内
容
紹
介
に
移
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
本
書
副
題
の
「
三
つ
の
潮

流
」
と
は
、
「
左
派
」
「
右
派
」
「
今
日
」
の
三
つ
の
流
れ
を
意
味
し
、
こ
の

順
に
三
部
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　
〔
序
〕
「
イ
ギ
リ
ス
で
考
え
た
こ
と
」
は
、
議
会
制
民
主
主
義
下
の
「
今
日

の
社
会
主
義
政
党
は
、
ま
ず
、
明
日
に
で
も
政
権
を
担
当
し
具
体
的
政
策
を

展
開
す
る
オ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
あ
り
方
を
確
保
し
つ
つ
、
そ
の
う
え
で

体
制
の
枠
を
突
き
破
る
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
道
を
開
拓
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
（
六
頁
）
と
い
う
基
本
線
を
示
す
と
と
も
に
、
議
会
制
社
会
主
義

の
理
論
課
題
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。

　
第
一
部
1
・
H
・
W
は
、
い
ず
れ
も
大
山
郁
夫
、
新
労
農
党
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
の
高
橋
氏
の
大
山
研
究
の
特
微
は
、
「
政
治
的
多
元
主
義
の
展
開

者
」
で
あ
り
、
広
い
意
味
の
社
会
民
主
主
義
老
で
あ
っ
た
と
い
う
側
面
の
強

調
、
亡
命
生
活
一
六
年
の
持
つ
積
極
的
意
義
の
指
摘
と
い
う
点
に
あ
る
。

　
高
橋
氏
は
、
二
〇
年
代
半
ば
に
大
山
は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
へ
移

行
し
、
社
会
民
主
主
義
傾
向
は
払
拭
さ
れ
た
と
す
る
『
大
山
郁
夫
伝
』
（
大
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山
郁
夫
記
念
事
業
会
編
、
　
一
九
五
六
年
）
の
記
述
に
対
し
、
「
大
山
に
お
け

る
階
級
の
論
理
の
受
容
は
政
治
的
多
元
主
義
の
理
論
約
立
場
を
否
定
す
る
形

で
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
大
山
に
と
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
帰
依
す
る

対
象
で
は
な
く
、
取
込
み
の
対
象
で
あ
っ
た
」
（
二
〇
頁
）
と
す
る
。
そ
し

て
、
戦
後
の
運
動
の
起
点
に
あ
っ
た
の
も
、
「
社
会
民
主
主
義
者
と
し
て
の
、

そ
し
て
政
治
的
多
元
主
義
の
理
論
的
立
場
か
ら
す
る
、
国
家
の
枠
組
に
埋
没

し
な
い
社
会
集
叢
論
的
視
点
で
あ
り
、
大
衆
運
動
基
軸
化
の
姿
勢
で
あ
っ

た
」
（
二
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

　
亡
命
の
積
極
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に

か
け
て
平
和
と
民
主
主
義
の
た
め
に
闘
っ
た
伝
統
が
他
の
誰
よ
り
も
強
烈
に

自
覚
さ
れ
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
や
潤
本
国
憲
法
を
主
体
的
に
受
け
止
め
る
場
が

形
成
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
亡
命
中
、
婦
人
達
や
孤
立
主
義
者
の
反
対
で

ア
メ
リ
カ
政
府
は
な
か
な
か
参
戦
で
き
な
い
と
い
う
情
況
を
見
聞
し
、
「
市

民
的
平
和
運
動
の
果
た
す
役
割
の
大
き
さ
を
実
感
的
に
把
握
で
き
た
し
（
一

〇
七
頁
）
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
大
山
等
が
中
心
と
な
っ
て
一
九
二
九
年
に
結
党
し
た
新
労
畏
党
に
つ
い
て
、

高
橋
茂
は
、
「
大
山
の
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
お
け
る
政
治
活
動
展
開
の
頂

点
と
終
点
」
、
「
新
労
農
党
に
お
け
る
『
党
内
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
と
『
独
自
の

執
行
部
』
と
い
う
『
新
形
態
』
と
『
新
構
想
』
は
、
大
山
の
政
治
的
多
元
主

義
、
と
く
に
そ
の
『
分
権
主
義
』
の
も
っ
と
も
具
体
的
な
表
現
偏
（
六
〇
頁
）

と
述
べ
、
大
山
同
様
「
政
治
的
多
元
主
義
」
と
い
う
側
面
か
ら
高
い
評
価
を

与
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
「
党
内
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
「
出
塁
の
執
行
部
」

構
想
に
つ
い
て
、
高
橋
氏
は
「
自
発
的
集
団
の
重
重
と
そ
の
創
造
的
展
開
と

し
て
の
大
衆
運
動
を
重
視
す
る
運
動
論
の
視
点
」
か
ら
の
当
然
の
帰
結
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
（
五
六
頁
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
い
う
大
山
・
新
労
農
党
評
価
は
、
新
労
農
党
に
反
対
し

た
共
産
党
へ
の
否
定
的
評
価
に
つ
な
が
る
。
高
橋
氏
は
、
「
新
労
農
党
・
…
：

を
否
定
し
た
遮
動
と
理
論
に
対
し
て
は
、
運
動
具
レ
ベ
ル
に
お
け
る
『
セ
ク

ト
主
義
』
と
し
て
の
批
判
的
把
握
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
政
治
的
多
元
主
義

を
否
定
し
た
一
枚
岩
主
義
の
運
動
と
理
論
と
し
て
の
さ
ら
に
原
理
的
な
批
判

を
試
み
る
必
要
が
あ
る
」
（
六
〇
頁
）
、
「
新
労
農
党
に
対
し
、
少
数
派
運
動

の
組
織
馬
瀬
と
し
て
の
中
央
集
権
原
理
は
、
政
治
的
多
元
主
義
の
発
想
と
真

正
面
か
ら
激
突
す
る
以
外
の
あ
り
方
を
見
出
せ
な
か
っ
た
」
（
六
一
頁
）
と

い
う
力
向
で
批
判
し
て
い
る
。

　
第
二
部
に
つ
い
て
は
、
既
に
二
論
文
を
紹
介
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略

す
る
。

　
第
三
部
「
社
会
民
主
主
義
の
今
日
的
展
開
」
は
、
社
会
主
義
理
論
セ
ン
タ

ー
が
一
九
八
○
年
に
提
出
し
た
申
間
報
告
「
八
○
年
代
の
内
外
情
勢
の
展
望

と
日
本
社
会
党
の
路
線
」
を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
社
会
党
の
綱
領
論
争
、
方

向
転
換
に
つ
い
て
、
歴
史
的
に
も
逆
上
っ
て
検
討
し
、
さ
ら
に
、
戦
後
政
治

史
の
底
流
を
社
会
民
主
主
義
と
掘
え
た
上
で
の
位
置
づ
け
を
提
唱
す
る
も
の

で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
既
に
紹
介
し
た
の
で
、
高
橋
氏
が
「
中
間
報

告
」
の
ど
う
い
う
部
分
に
着
目
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
述
べ
て

お
き
た
い
。

　
高
橋
氏
は
つ
中
間
報
告
』
が
「
統
一
戦
線
論
か
ら
脱
出
し
『
連
帯
』
の
論

理
に
転
換
し
て
い
る
点
」
に
注
目
す
る
。
「
中
間
報
告
」
は
、
①
「
自
覚
的

に
警
策
を
推
進
す
る
多
様
な
集
団
が
主
体
を
形
成
す
る
」
、
②
「
多
様
な
勤

労
者
階
層
・
集
団
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
党
が
、
各
種
の
『
連
合
』
を
形
成
す

る
」
、
③
「
『
連
合
』
は
…
…
か
ぎ
ら
れ
た
階
級
・
階
層
に
基
盤
を
お
く
…
…

『
プ
p
レ
タ
リ
ア
統
一
戦
線
』
と
か
…
…
特
定
の
階
期
に
民
主
主
義
を
守
る
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勅書

と
い
う
防
衛
的
な
課
題
に
そ
っ
て
形
成
さ
れ
た
『
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
人
民
戦
線
』

と
は
区
別
さ
れ
る
」
、
④
「
『
連
合
』
は
多
様
な
自
立
的
な
集
団
と
政
党
が
対

等
に
参
加
」
と
い
う
構
想
を
持
つ
。
高
橋
氏
は
、
統
一
戦
線
論
に
つ
い
て
、

「
政
治
工
作
と
し
て
の
権
謀
術
数
の
性
格
か
ら
脱
し
切
れ
な
い
で
い
る
だ
け

で
な
く
、
そ
の
本
性
が
隠
さ
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
た
」
（
二
七
七
頁
）
と

詣
淫
し
、
政
府
・
政
党
・
大
衆
団
体
を
縦
に
系
列
化
す
る
の
で
は
な
く
、
側

面
の
関
連
で
位
置
づ
け
る
視
点
の
導
入
を
訴
え
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
特
定
政
党
の
先
験
的
な
指
導
的
立
場
保
有
の
排
除
、
大
衆
団
体
の
独
自

　
　
性
の
保
持
、
大
衆
団
体
に
お
け
る
自
発
性
と
創
造
性
の
尊
重
、
大
衆
行

　
　
動
の
選
挙
活
動
へ
の
集
約
化
の
否
定
、
な
ど
の
市
民
的
運
動
感
覚
が
求

　
　
め
る
『
統
一
の
思
想
』
の
今
日
的
具
体
化
は
、
革
新
的
統
一
戦
線
論
と

　
　
い
う
在
来
型
統
合
の
論
理
の
欠
落
部
分
を
埋
め
る
形
で
、
参
加
斑
主
主

　
　
義
的
社
会
状
況
に
対
応
し
て
創
造
さ
れ
た
組
織
論
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
、

　
　
自
発
的
社
会
集
団
の
横
へ
の
連
携
の
論
理
を
内
実
と
す
る
も
の
と
な
る
。

　
　
（
二
七
八
頁
）

　
高
橋
氏
は
、
「
中
間
報
告
」
の
「
連
帯
し
論
は
論
理
的
新
展
開
で
あ
る
と

し
て
積
極
的
意
義
を
認
め
た
。

三

　
高
橋
氏
が
最
近
強
調
し
て
来
た
方
向
は
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
第
一

は
、
自
主
的
大
衆
運
動
の
重
視
で
あ
る
。
漸
労
農
党
の
評
価
も
、
「
大
衆
運

動
を
尊
重
し
、
大
衆
運
動
の
自
然
発
生
性
と
そ
の
創
造
的
な
展
開
を
妨
げ
な

い
よ
う
に
党
の
位
置
づ
け
が
試
み
ら
れ
て
い
る
」
（
五
四
頁
）
と
い
う
点
に

ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
し
、
統
一
戦
線
論
か
ら
「
連
帯
」
論
へ
と
い
う
方
向
の
評

価
も
同
様
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
、
大
衆
の
自
覚
と
責
任
も
当
然
要
求

さ
れ
る
（
二
六
頁
、
な
お
こ
の
九
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
講
座
日
本
歴
史
・
現

代
1
』
の
論
文
「
選
民
意
識
の
変
化
と
社
会
運
動
」
で
「
自
覚
的
戦
争
責
任

論
」
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
は
同
じ
問
題
意
識
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
）
。

　
第
二
点
は
、
体
制
内
或
い
は
同
じ
舞
台
で
戦
え
る
力
を
持
つ
必
要
性
の
強

調
で
あ
る
。
「
レ
ジ
ー
ム
に
オ
ポ
ー
ズ
す
る
反
対
党
の
立
場
だ
け
で
は
な
く
、

ガ
ヴ
ァ
メ
ン
ト
に
オ
ポ
…
ズ
す
る
野
党
の
立
場
を
も
自
分
の
も
の
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
（
六
頁
）
と
い
う
政
党
論
、
第
二
部
1
、
W
で
試
み
ら
れ

る
「
労
働
組
合
主
義
1
1
産
業
組
合
主
義
」
再
評
価
を
提
唱
す
る
労
働
運
動
論

は
こ
の
現
れ
で
あ
る
。

　
高
橋
琉
は
従
来
「
統
一
戦
線
」
を
評
価
の
重
要
な
基
準
と
し
て
い
た
。
し

か
し
、
以
前
か
ら
「
統
一
の
思
想
」
は
「
提
携
と
相
互
理
解
」
を
求
め
る
も

の
と
指
摘
し
「
力
の
論
理
」
を
批
判
し
て
い
る
の
で
（
「
統
一
戦
線
に
お
け

る
『
力
の
論
理
』
」
、
『
日
本
の
社
会
民
主
主
義
政
党
』
所
収
）
、
「
連
帯
」
論

評
価
も
、
新
基
軸
と
い
う
よ
り
は
、
従
来
の
統
一
戦
線
論
の
発
展
で
あ
っ
た

と
把
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
社
会
民
主
主
義
論
に
つ
い
て
は
、
多

元
論
の
導
入
に
よ
り
、
変
革
主
体
と
し
て
政
党
中
枢
か
ら
大
衆
個
々
人
に
視

点
を
移
動
さ
せ
た
結
果
、
一
方
的
な
「
上
か
ら
の
指
導
」
に
批
判
の
力
点
が

置
か
れ
た
こ
と
、
体
制
内
で
闘
う
必
要
性
が
強
く
意
識
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

確
か
に
変
化
が
あ
っ
た
。

　
本
書
は
全
体
と
し
て
、
史
実
の
解
明
と
い
う
よ
り
、
い
わ
ば
「
匿
え
方
」

を
問
題
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
個
々
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
ど
う
し
て
も
疑

問
を
感
ず
る
部
分
が
あ
る
。
こ
こ
で
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
新
労
農
党
評
価
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
政
治
的
多
元
主
義
に
よ

る
把
握
に
は
限
界
が
あ
ろ
う
。
薪
労
農
党
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
党
が
現

実
の
大
衆
的
日
常
闘
争
を
十
分
効
果
的
に
指
導
し
得
る
ま
で
に
確
立
」
す
る
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ま
で
の
特
殊
な
条
件
で
成
立
を
許
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
大
山
「
所
謂
『
戦

闘
的
解
体
論
』
の
正
体
暴
露
」
『
中
央
公
論
』
　
一
九
三
〇
年
一
二
月
）
。
「
労

農
政
党
は
、
無
論
無
産
階
級
政
治
組
織
の
基
本
的
形
態
で
な
い
か
ら
…
：
∴

般
原
則
と
し
て
は
そ
の
存
在
価
値
は
絶
対
に
否
定
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
が

前
提
と
さ
れ
て
い
る
（
大
山
「
敗
北
主
義
者
の
解
消
論
」
『
改
造
糠
一
九
三

〇
年
一
〇
月
）
。
高
橋
氏
は
薪
労
農
党
の
「
党
内
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
「
独

自
の
執
行
部
」
を
「
政
治
的
多
元
主
義
の
具
体
的
な
表
現
し
と
し
て
高
く
評

価
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
「
合
法
で
あ
る
こ
と
」
と
強
く
結
び
付
く

も
の
で
あ
る
。
「
独
自
の
執
行
部
」
で
な
け
れ
ば
合
法
性
は
得
ら
れ
ず
、
ま

た
合
法
だ
か
ら
こ
そ
「
党
内
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

ま
た
自
ら
を
「
社
会
民
主
主
義
で
な
い
」
と
証
諾
す
る
論
理
は
、
結
局
の
と

こ
ろ
「
反
共
で
な
い
」
点
に
行
き
着
く
。
「
党
内
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
「
独

自
の
執
行
部
」
は
新
労
農
党
が
臨
時
に
存
在
を
許
さ
れ
る
期
間
に
お
い
て
の

み
保
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
共
産
党
を
越
え
る
論
理
で
は
な
か
っ

た
。
こ
の
点
に
新
労
農
党
の
弱
さ
が
あ
り
、
解
消
運
動
を
許
す
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
つ
い
で
に
、
大
山
は
戦
線
統
一
を
「
我
々
の
指
導
精
神
の
下

に
そ
れ
ら
他
党
大
衆
と
渾
一
融
合
す
る
こ
と
」
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
典

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

型
的
な
「
統
一
戦
線
戦
術
論
」
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
無
産
政
党
と
異
り
、

無
産
市
互
層
を
包
容
し
て
も
恒
常
的
協
力
巻
と
見
ず
、
「
労
働
者
・
農
民
の

戦
闘
的
同
盟
」
を
誇
っ
て
い
る
（
大
山
「
反
動
帯
代
を
如
何
に
戦
ひ
抜
く
べ

き
か
」
『
改
造
』
一
九
三
〇
年
一
月
）
。
こ
れ
ら
は
政
治
的
多
光
主
義
を
体
現

す
る
者
の
発
言
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
逆
に
真
の
民
主
主
義
運
動
は
雰
合

法
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
当
時
、
「
政
治
的
多
元
主
義
」
が
評
価
軸
と
し
て
ど

れ
ほ
ど
有
効
か
と
い
う
根
本
的
な
疑
問
も
湧
い
て
来
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
高
橋
氏
は
「
〃
新
労
農
党
樹
立
の
提
案
”
が
大
山
郁
夫
の
筆
に
な

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
な
い
」
（
四
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
が
、

仙
狩
肯
載
賃
料
は
「
提
案
土
取
ノ
起
鵡
単
ヲ
細
迫
二
一
任
」
　
（
蔵
確
論
局
秘
第
二
一
六
〇
号

「
新
濫
刀
農
党
桝
側
立
運
動
内
照
臨
閣
議
込
二
曲
閃
ス
ル
件
」
）
、
「
細
迫
ハ
極
翻
惚
中
二
・
：
・
：

起
草
…
…
脱
稿
ノ
後
…
…
大
山
、
上
村
、
河
上
肇
、
小
岩
井
浄
等
ノ
回
覧
ヲ

経
幾
多
修
　
正
ヲ
加
へ
」
（
特
｛
筒
秘
第
二
一
二
四
号
「
新
…
労
農
党
樹
…
立
計
画
二
関

ス
ル
件
」
）
と
述
べ
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
次
に
疑
問
に
思
う
の
は
、
第
二
部
1
の
西
尾
末
広
に
対
す
る
評
価
で
あ
る
。

高
橋
氏
は
西
尾
の
労
働
組
合
主
義
的
要
素
や
産
業
報
国
会
批
判
を
「
猟
官
運

動
篇
に
震
小
化
し
て
い
る
。
一
九
四
〇
年
、
総
同
盟
を
基
盤
と
す
る
勤
労
国

民
党
は
「
階
級
政
党
」
の
理
由
で
結
社
禁
止
と
な
り
、
四
二
年
の
翼
賛
選
挙

で
は
西
尾
は
「
政
見
書
」
の
職
歴
か
ら
労
働
組
合
関
係
を
削
る
こ
と
を
要
求

さ
れ
た
と
言
う
（
西
尾
『
大
衆
と
共
に
』
）
。
こ
う
い
う
時
代
に
、
労
働
組
合

の
夢
を
捨
て
ず
に
発
心
す
る
こ
と
自
体
時
局
に
逆
ら
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

の
発
言
は
東
条
等
に
と
っ
て
何
等
の
影
響
も
な
い
も
の
だ
っ
た
か
ら
抑
圧
さ

れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
し
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
何
の
実
質
的
価
値
も
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
発
言
す
る
と
す
れ
ば
、
他
に
ど
う
い
う
こ
と
が
言
え
た
の

だ
ろ
う
か
。

　
第
三
部
で
、
高
橋
氏
は
、
戦
後
資
本
主
義
世
界
に
お
け
る
時
代
的
潮
流
は
、

社
会
民
主
主
義
と
多
党
制
だ
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
日
本
で
保
守
党
独
裁

と
な
っ
た
の
は
、
社
会
民
主
主
義
の
先
取
り
に
成
功
し
た
か
ら
だ
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
言
う
と
、
「
社
会
民
主
主
義
」
の
概
念
が
余
り
に

漠
然
と
し
た
も
の
と
な
る
。
開
瞭
な
定
義
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

　
ま
た
、
多
党
制
に
つ
い
て
も
選
挙
制
度
に
論
及
せ
ず
に
抵
界
的
傾
向
を
述

べ
る
だ
け
で
は
一
体
ど
う
い
う
意
義
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
に
、

高
橋
属
は
一
九
七
九
年
の
論
文
「
保
守
独
裁
体
制
の
確
立
」
（
『
体
系
・
日
本
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現
代
史
7
』
）
の
中
で
、
「
政
党
制
の
展
開
が
『
拡
散
一
嘗
敏
－
拡
散
i
収
敏
』

の
律
動
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
」
が
二
大
政
党
制
を
志
向
す
る
「
収
轍
期
こ

そ
常
態
で
あ
る
の
は
当
然
」
と
述
べ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
一
九
七
五
年
以
降

は
「
再
編
二
大
政
党
制
志
向
」
期
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
律

動
」
論
は
そ
れ
な
り
に
実
態
を
把
え
て
い
る
と
思
う
の
だ
が
、
本
書
の
「
多

党
制
定
着
」
論
で
放
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
両
者
が
ど
う
関
連

す
る
の
か
説
明
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
高
橋
氏
は
「
社
会
民
主
党
政
権
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
は
、
『
国

家
独
占
資
本
主
義
の
支
配
機
構
の
頂
点
に
組
み
込
ま
れ
た
ひ
と
つ
の
装
置
』

と
と
ら
え
る
こ
と
、
『
社
会
民
主
主
義
政
党
が
長
期
政
権
党
化
し
て
も
そ
こ

で
社
会
主
義
へ
の
展
望
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
例
は
な
い
』
と
の
認
識
を
確
定

し
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
あ
ろ
う
」
（
三
〇
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ

れ
で
は
社
会
民
主
主
義
の
「
新
展
翔
」
に
何
を
期
待
す
る
の
か
わ
か
ら
な
く

な
る
。
す
っ
き
り
し
な
い
点
は
、
高
橋
氏
が
「
事
実
認
識
」
を
訴
え
る
だ
け

で
評
価
を
控
え
て
い
る
こ
と
に
原
因
が
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
紙
幅
の
関
係
で
、
第
一
部
頂
「
社
会
民
主
主
義
と
自
治
体
改
革
」
、

第
二
部
丑
「
社
会
党
政
権
崩
壊
の
原
因
」
、
同
皿
「
同
盟
型
労
働
運
動
の
起

点
」
、
及
び
〔
補
論
〕
に
つ
い
て
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を

お
断
り
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
六
判
　
三
五
九
頁
　
索
引
一
一
頁
　
一
九
八
五
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
法
政
大
学
諾
版
局
　
三
三
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
生
　
京
都
車
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